
 

 

 
令和７年度 事業実施報告  

 
世界の人々と共生し交流する活力ある地域づくり事業 

 

A．多文化共生の推進   
１）多文化共生・国際理解講座  

（１）青少年国際理解講座 

県内の子供たち等に様々な国の文化に触れる機会を提供することによって、国際理

解を深めるとともに地域の国際化推進に寄与することを目的とし、県内在住の JET

青年や外国人住民を講師に、参加体験型の国際交流プログラムを実施した。 
  

実 施 日 行 事 名  
参加者数

（名） 

令和 7年 8月 8日（金） 

学ぼう！遊ぼう！世界体験旅行！  

（オーストラリア、韓国、インド、ミャン

マー、カザフスタンの文化紹介/小学生

対象）               

[於 長崎市] 

30 

 

（２）地域住民多文化共生・国際理解講座 

日本人住民と外国人住民との相互理解を深め多文化共生の社会づくりを推進する

ため、国際理解講座や多文化共生講座を開催した。    

実 施 日 行 事 名 
参加者数

（名） 

令和 7年 7月 2日(水） 

多文化共生講座（第 1回） 

「多文化共生の基礎講座～多文化共生と

外国人支援の違いってなに？～」 

  [於 長崎市] 

18 

令和 7年 8月 18 日(月) 

国際理解講座（派遣型） 

「地域づくりコーディネーター養成研修 

(多文化交流)」 

［於 長崎市］ 

16 

令和 7年 9月 2日(火） 

多文化共生講座（第 2回） 

「人口減少の時代にこれから私たちがで

きること～外国人と共に暮らす地域へ

～」 

                        [於 島原市] 
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２）長崎県外国人相談窓口  
外国人住民が安心して安全に生活できる共生社会を推進するため、生活や仕事など 

の適切な情報を速やかに得られるよう面談や電話による多言語での相談対応を行

った。  
相談実績 

   対応言語       英語、中国語、韓国語、ベトナム語など 22言語 

   専門家による相談会  毎月第 4土曜日 13：30～16：30（計 12 回） 

   出張相談会       長崎市(9/26)、諫早市(10/6)、大村市(10/9)、 

             雲仙市(10/14)で開催（計 4回)        
      相談件数       392 件 

相談者の出身国      ベトナム、アメリカ、中国、韓国、フィリピン ほか 

      相談内容         在留手続、雇用労働、住宅、身分関係（離婚等）など 

 

  
３）地域日本語教育推進事業   

地域日本語教室で活動中のボランティアで学び直しをしたい方等を対象に、日本語を使

いながら、その場に参加する人同士が交流し学びあう関係づくりができるよう、交流す

る時に大切にしたいことや外国人住民の現状、「やさしい日本語」などについて様々な角

度から学ぶ「日本語ボランティア講座」を開催した。   
 

【日本語ボランティアフォローアップ講座】 

 

実 施 日 テーマ・内容等 
参加者数 

（名） 

（第 1 回講座） 

令和 7 年 9 月 20 日（土）    

 

テーマ：多文化共生とは  

内  容：「多文化共生」の定義と背景・なぜ多文 

化共生が大切なのかを学ぶ。  

        外国人住民の国籍や在留資格が多 

様化する中、外国人を地域の重要な担

い手として再定義し、多文化共生が進

まない場合の課題、近隣県の取り組み

及び講師の実践的知見の共有などを

通じ外国人住人との共生社会の実現

に向けた理解を深める。 
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（第 2 回講座） 

令和 7 年 10 月 4 日（土） 

 

テーマ：身近な地域の外国人を知る 

内  容：地域に居住する外国人住民の生の声を

インタビュー動画やゲストスピーカー

との対話を通じて、生活者としての実

情や思いへの理解を深める。 

    これを通じ、参加者一人ひとりが地域

住民としてどのように外国人と向き合

22 



 

実 施 日 テーマ・内容等 
参加者数 

（名） 

い、持続的なつながりを築いていくべ

きかを考える機会とする。 

（第 3 回講座） 

令和 7 年 10 月 25 日（土）    

 

テーマ：やさしい日本語等のコミュニケーショ 

ンの基礎 

内  容：やさしい日本語の概要と外国人との具

体的なコミュニケーション技法を学

ぶ。様々な場面における適切な言葉の

選択や態度ついて理解を深めることで

基礎的な実践力を身につける。 

あわせて、第４回講座の地域日本語教

室への参加に向けた準備を整える。 

18 

（第 4 回講座） 

令和 7 年 11 月 8 日（土） 

～11 月 30 日(土) 

テーマ：各市町の地域日本語教室に参加 

内  容：地域日本語教室に実際に参加し、外国

人住民とやさしい日本語で直接言葉

を交わすことで、顔の見えるつながり

を築く。 

外国人住民・日本人住民が共に抱える

生活上の課題に対し、コミュニケーシ

ョンの工夫でどのような解決策が引

き出せるか対話を通して共に考える。    

10 

※ 申込数 

（第 5 回講座） 

令和 7 年 12 月 13 日（土） 

 

テーマ：地域日本語教室の役割と振り返り 

内  容：「私が考える多文化共生」や、その拠点

としての「地域日本語教室の役割」に

ついて、これまでの講座を振り返り、

日本語ボランティアとして何ができ

るかを考え講座全体を総括する。 

 

6 

 
 

４）外国人コミュニティ交流会  
県内の外国人住民が安心して生活できるよう支援するため、県内外国人コミュニテ

ィのキーパーソン等との交流会を開催し、外国人住民に関する情報交換・情報提供

を行った。      



 

実 施 日 内  容 参加国数 

令和 7年 4月 21日（月） 

第 1回交流会 

テーマ：日本の教育制度や学校とのコミュニケ

ーションなど  

 

 

 2 

(スリランカ・ 

エジプト) 

 

令和7年5月2７日（火） 

第 2回交流会 

テーマ：在留ミャンマー人とミャンマー連邦共

和国の現状など  

    １ 

( ﾐ ｬ ﾝ ﾏ ｰ ) 

令和 7年 5月 29日（木） 

第 3回交流会 

テーマ：資格、日本の教育制度や永住権の取得、

生活面のサポート体制など  

 2 

(ネパール・ 

エジプト) 

 

 

５）生活ガイドブック等の配布 

外国人にとって長崎県での生活の一助となるよう、生活に役立つ情報などを多言 

語（日本語・英語・中国語・韓国語・ベトナム語）でまとめた冊子など合計 452 

部を県内の外国人住民及び関係機関に無料配布した。 

無料配布した冊子 

「ながさき生活ガイドブック」「知っておこう！災害が起こるその前に!!」

「病院に行く時につかう本」 
 
 

６）日本文化体験教室 

県内に在住する留学生や外国人を対象に、伝統的な日本文化に実際に触れ、日本に

対する理解を深める機会を提供した。   
事 業 名  「～折り紙でブローチを作ろう～」 

開催日時  令和 7年 11 月 1 日（日）13：30～15:30 

場  所  （公財）長崎県国際交流協会 交流フロア 

参加者数  外国人住民：8名（中国 3、韓国 1、ロシア 2、タイ 2) 

日本人住民：4名 計 12 名 

  
７）外国人による日本語弁論大会   

令和７年度においては計画していた事業の遂行が困難となり実施に至らなかった。  
 
 
 
８）長崎県災害多言語支援センターの設置   

台風の接近等に伴い長崎県災害対策本部は設置されたが、長崎県災害多言語支援セ

ンターを立ち上げるまでには至らなかった。 
 



 

 

９）外国人住民参加・協働支援事業    

 実 施 日 内 容 
参加者数 

（名） 

令和 7 年 10 月 3 日（金） 

目 的：長崎市国際課と意見交換 

テーマ：外国人住民も参加した防災訓練や災害

時多言語(通訳)ボランティアの活動・

研修などの今後の展開について 

参加者：長崎市国際課、長崎県国際交流協会    

                [於 長崎市] 

7 

 

 

B. 国際交流・国際協力の推進 
 
１）草の根国際交流支援事業  

（１）地域連携促進事業（国際交流スタート支援）  

令和７年度の募集に対し、応募件数は 0件であった。     
（２）国際交流団体支援事業（草の根国際交流支援） 

地域で活動する民間国際交流団体を支援するために、2団体に助成金 合計  

124,058 円を交付した。   
 団 体 名 内 容 助成金額（円） 

非特定営利活動法人福

江島おんだけ振興会 

  

身近な国際交流 五島の文化で国際交

流をしてみよう! 
 

24,058 

在長崎ベトナム人協会 
2026年在長崎ベトナム旧正月フェステ

ィバル 
100,000 

 
 
２）ながさき国際協力・交流フェスティバル  

地域の国際交流の担い手となる民間国際交流・国際協力団体のネットワーク化を進

めるとともに、国際交流・国際協力活動のすそ野を広げるため、各団体が連携して

「第 26 回ながさき国際協力・交流フェスティバル」を開催した。  
開催日時 令和 7年 12 月 14 日（日）11：00～16：00 

場 所 長崎県庁 1階 エントランスホール他 （長崎市尾上町 3-1） 

参加団体 30 団体（36ブース）※重複参加あり 

来場者数 約 2,300 名 

内 容 国際協力・交流団体等の活動展示、フリーマーケット、フェアト

レード製品・海外手工芸品等の展示販売、世界の楽器、日本文化

体験ブース、外国の料理などの販売、団体の活動にちなんだクイ

ズ、在留資格等の相談等 
 
 

 



 

 

３） 日本語及び外国語広報誌の発行（ホームページにも掲載）  

（１）日本語「なぴあ」の発行 

県内の様々な国際交流・国際協力の活動等を収集し広報誌を発行して、県民の国際

交流、国際協力活動への理解とイベントへの参加促進を図った。（4回発行） 

発行部数  2,400 部（600 部×4回） 

送付先数  281 か所（県内市町、公民館、図書館、県内外国際交流団体、賛

助会員など） 

  
（２）外国語「NAPIA」の発行 

県内の外国人住民や短期滞在外国人を対象とした広報誌を発行し、本県の社会文化

の紹介や生活情報などを提供して、地域理解の促進に努めた。（4 回発行）  

発行部数  英語版・中国語版・韓国語版・ベトナム語版 各 1,360 部 

（340 部×4回） 

送付先数  118 か所（県内市町、公民館、図書館、大学、国際交流団体、

九州各県国際交流協会、福岡入国管理局長崎出張所、外国人

技能実習生の監理団体、特定技能外国人登録支援機関など） 

 
 

４） ホームページ及び公式 Facebook ページによる情報提供  

ホームページによる情報提供 

国際交流・国際協力に関する様々な情報の収集や提供を行うとともに、当協会が主

催する、国際交流・多文化共生促進事業、CIR と話そうなどの各種国際交流事業を

はじめ、県内の国際交流・国際協力団体等が主催する各種イベントや講座等に関す

る情報を掲載した。 

令和 7年度は、合計で 62,040 件のアクセスがあった。 
 

ホームページアクセス件数（月別） 

令和 7 年 4 月 5,071 令和 7 年 10 月 4,642 

  〃    5 月 5,382 〃   11 月 4,967 

〃   6 月 5,890 〃   12 月 5,886 

〃   7 月 5,237 令和 8 年 1 月 4,838 

〃   8 月 4,171 〃   2 月 5,012 

〃   9 月 5,156 〃   3 月 5,788 

 

公式 Facebook ページによる情報提供  

公式 Facebook ページにより、国際交流・国際協力・多文化共生に関する情報発信

を行った。 

令和 7年度末  Facebook ページ フォロワー数   954 件 

令和 7年度末  Facebook ページ「いいね」数    261 件 

 

 

 

 

 



 

  
５）諸外国との交流事業 

目  的：中華人民共和国駐在長崎総領事館開設 40周年記念訪中団 

期 間：令和 7年 11 月 7日（金）～11月 12 日（水）(上海市、北京市) 

出席者：大石知事、外間県議会議長、中村理事長 ほか 

  
６）交流フロアの運営・相談業務 

国際交流、国際協力や海外留学などに関する様々な情報を収集し、メールによる 

情報提供・相談も含め、利用者への情報提供・相談業務を行った。   

令和 7年度 交流フロア来館者数 808 名 
 
 
７）ダイレクトリーの発行 

県内における国際交流活動の活性化、市民参加の促進を目的としてデータベース化

した国際交流・協力団体等の活動内容をまとめたダイレクトリーについて、希望が

あった団体の情報についてホームページで公開した。 
    
C. 国際人材の育成   
１）ボランティア登録・育成事業 

 

（１）ホームステイ及びホームビジットの受入・交流事業   

登録家庭総数 10 家庭                     （単位：家庭） 

市町別 長崎市 大村市 雲仙市 南島原市 時津町 

登録家庭数 4 2 2 1 1 
 

令和 7年度 斡旋件数 0件（受入家庭 0 家庭） 
 

 

（２）通訳・翻訳ボランティアの登録・派遣事業  
令和 7年度 新規登録者数 8 名   
登録者数     56 名  

登録者延べ数 62名（複数言語の登録者あり）    （単位：登録者数）                                        

英語 中国語 韓国語 ｽﾍﾟｲﾝ語 ｲﾀﾘｱ語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾛｼｱ語 

50 3 2 3 1 2   1 

 

・外国人からの外国語による観光ガイドの依頼等があり、当協会の通訳ボランティア 

 を派遣した。  
令和 7年度  斡旋件数  25 件 

 
・長崎港クルーズ客船受入委員会から依頼があり、松ヶ枝国際ターミナルのインフ

ォメーションデスクにおいて当協会登録の通訳ボランティアが活動を行った。  
令和 7年度  通訳ガイド従事者数  23 件 延べ 218 名 

 

 

 



 

（３）通訳ボランティアステップアップセミナーの開催 

当協会に登録している通訳ボランティアの観光ガイドの技術力や語学力を磨くた

めのステップアップセミナーを開催した。  
開催日時    令和 8年 3月 7日(土) 13:00～16:00 

場    所   長崎歴史文化博物館 ホール 

講    師      長崎総合科学大学名誉教授、グラバー園名誉園長 

               ブライアン・バークガフニ氏 

      Ｎａｇａｓａｋｉ Ｃｒｅｗ    白石克文氏        

参加者数  22 名 

 
 
（４）災害時多言語ボランティア養成講座の開催  

当協会登録の災害時多言語ボランティア、県・市町職員及び県内国際交流団体等を

対象に、災害多言語支援センター及び災害時多言語ボランティアの役割や、言葉の

壁などにより災害弱者になりがちな外国人への対応を学ぶ講座を開催した。    
開催日時   令和 8年 3月 19 日(木) 13:00～16：00 

場  所  オンライン            

講 師  公益財団法人箕面市国際交流協会 

事務局次長  岩城 あすか 氏 

参加者数   災害時多言語ボランティア 、県市町国際担当職員、 

県内国際交流団体職員・防災担当課担当者など 計 24名  

 

（５）業務支援ボランティアの活動  

業務支援ボランティアとして、主に当協会の交流フロアにおいて来館者への対応、

情報収集及び提供、事業サポートなどに協力いただいた。 

業務支援ボランティア 7 名 

（出身国：日本､ニュージーランド、中国） 

 

２）語学講座 

令和 7年 4月から令和 8年 3月までの水曜日 16：00 から 17：00 に、当協会の交流

フロアで、韓国・オーストラリア・中国出身の長崎県国際交流員による「CIR（国際

交流員）と話そう！」を実施し、316 名の参加者があった。 

 

 

 

 

D. 会員に関する事項   
賛 助 会 員 令和 6 年度 令和 7 年度 増減 

法 人 5 5 0 

 

移住家族 1 1 0 

個 人 21 17 ▲4 

 
 



 

 

E. 会議に関する事項 
 

 

区分 

 

開催年月日 

 

議事事項 

 
結果 

臨時理事会 

 

令和 7 年 4 月 23 日 

（書面決議） 

・臨時評議員会の開催について 

・公益財団法人長崎県国際交流協会理 

事及び評議員候補者の決定（案）につ 

いて 

原案通り承認 

臨時評議員会 令和 7 年 4 月 23 日 

（書面決議） 

・公益財団法人長崎県国際交流協会理 

事及び評議員の選任（案）について 原案通り承認 

第 27 回理事会 

 

令和 7 年 5 月 23 日 

 

 

 

・令和 6 年度事業報告 

・令和 6 年度決算報告 

・公益財団法人長崎県国際交流協会第

14 回定時評議員会の招集（案）につ

いて 
 

原案通り承認 

第 14 回評議員会 

 

令和 7 年 6 月 10 日 

 

・令和 6 年度事業報告承認の件 

・令和 6 年度決算報告承認の件 原案通り承認 

第 28 回理事会 令和 8 年 3 月 10 日 

 

・令和 8 年度事業計画（案） 

・令和 8 年度収支予算（案） 

・公益財団法人長崎県国際交流協会給

与規定の一部改正(案)について 

原案通り承認 

臨時理事会 

 

令和 8 年 3 月 30 日 

（書面決議） 

・臨時評議員会の開催について 

・公益財団法人長崎県国際交流協会理 

事及び評議員候補者の決定（案）につ 

いて 

原案通り承認 

臨時理事会 

 

令和 8 年 3 月 31 日 

（書面決議） 

・常務理事の選定について 

・事務局長の任免について 原案通り承認 

臨時評議員会 令和 8 年 3 月 31 日 

（書面決議） 

・公益財団法人長崎県国際交流協会理 

事及び評議員の選任（案）について 原案通り承認 

 


